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困層告怠斡壊す

ず¥も

本
時
摺
緩
は
、
仲
体
制
叫
参
泌
を
殺
と
し
て
、

タ
i

誌

か

ら

警

の

茎

ま

で

を

住

民

に

布

笹

駅

東

口

暫

定

援

す

言

る

も

め

で

あ

り

、

霊

祭

…

差

額

腕

車

場

供

用

欝

始

寄
務
総
会
及
び
各
総
サ
ー
ク
ル
閉
山
体

散
総
セ
ン
タ
ー
は
、
今
年
3
月
に
後
で
構
成
さ
れ
た
、
機
戸
地
区
役
隣
セ
ン
従
来
的
物
件
肌
開
駅
東
口
広
務
は
火
後
検

定
し
た
羽
ミ
為
ニ
テ
ィ
鋭
機
時
削
減
で
司
タ
l
絞
殺
議
員
会
に
よ
り
総
計
が
行
わ
か
っ
た
た
め
交
遜
投
機
及
び
滋
勤
通
学

会
常
市
口
の
住
町
民
に
験
機
し
て
い
く
方
針
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
二
去
へ
絞
れ
等
、
駅
将
泌
殺
の
品
開
織
的
安
念
一
闘
に
り
、
本
中
市
内
見
直
し
時
期
に
つ
い
て
は
、
た
と
こ
ろ
、
条
件
釣
に
会
設
の
党
通
し
間
務
部
年

6
R問
日
付
で
強
株
式
会

を
認
訴
し
ま
し
T旬
。
今
年
波
は
、
そ
の
終
了
後
は
ま
ち
づ
く
り
協
側
繊
会
発
足
に
お
い
て
支
時
揮
を
来
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
動
向
を
み
な
が
ら
慎
重
は
殺
が
つ
か
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ
以
社
協
籾
絞
殺
開
発
耕
雲
市
よ
り
山
中
繍
的

然
一
世
と
し
て
機
開
検
討
肌
に
整
備
す
る
向
け
準
備
を
滋
め
て
い
く
予
定

rす
。
昭
和
泊
牢
3
n
に
お
本
隠
官
骨
鉄
滋
よ
り
例
改
疋
的
機
議
を
し
て
い
ち
た
い
と
考
仁
め
引
さ
静
ば
し
は
綾
け
る
べ
き
と
の
あ
っ
た
古
制
相
模
沼
的
滋
ぬ
開
発
事
術
協

こ

と

と

し

‘

平

成

2

年

波

に

機

鈴

で

き

?

1

8

平

方

げ

の

用

地

取

得

を

庁

い

、

止

で

い

ま

す

。

判

阪

に

立

脚

L
、
高
一
諮
問
問
地
に
つ
い
て
議
申
議
瞥
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
兆
苧
3
一

F

3
3事
務

率

的

ぜ

い

き

た

い

と

符

翼

防

長

時

閣

同

期

翠

究

室

草

案

了

し

望

芝

、

議

事

業

に

つ

い

て

は

、

譲

は

断

念

す

る

こ

と

と

い

た

主

L
Q
5
2言

葉

し

ま

し

た

よ

対

え
て
い
ま
す
e

具

体

化

巴

む

け

て

立

主

事

発

浅

い

た

し

ま

し

て

平

成

襲

撃

さ

基

づ

け

ら

れ

て

お

つ

ま

今

後

辻

、

す

み

や

か

に

新

た

な

議

室

と

し

て

は

、

こ

の

際

主

型

一

・

を

元

年

5

月

米

u
u
よ
り
皆
定
紋
ゆ
刑
政
務
と
す
が
、
今
年
波
は
水
道
料
念
的
機
械
慌
時
地
を
叫
端
的
聡
し
問
中
…
期
に
混
入
総
絞
セ
ン
タ
交
縦
波
び
に
そ
の
薦
滋
機
械
が
、
本
市
…
泳
℃

食

後

捕
特
市
貨
物
綴
跡
地
に
つ
い
て
は
、
町
田
国
鉄
し
て
供
用
滑
を
開
始
し
て
い
草
て
滋
を
軍
指
摘
し
て
お
り
、
州
開
発
誌
の
転
嫁
ー
が
建
語
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
容
に
お
け
る
基
本
議
想
、
都
市
計
煽
絵
本
一

銭

弁

よ

ワ

取

得

し

た

線

、

取

袴

後

3

年

で

織

に

つ

い

て

は

ヰ

草

療

は

宮

内

絡

し

な

い

考

ま

す

。

檎

線

後

び

輸

の

マ

ス

タ

ー

プ

ラ

ン

め

な

一

ト

付

設

を

ゆ

長

谷

せ

る

こ

と

等

襲

撃

に

手

叙

料

・

使

用

料

へ

の

え

で

す

。

か

で

、

霊

驚

喜

農

業

霊

長

一

月

号

明

示

さ

れ

て

い

ま

し

た

;

理

的

基

副

劉

川

智

顕

在

湾

版

印

属

品

季

主

と

し

て

お

り

、

住

宅

芳

一

t

権

利

を

撃

し

た

浴

室

隊

員

z
?海
域

医

四

!

回

途

巳

概

禁

事

襲

撃

計

画

装

き

さ

れ

て

お

り

ま

会

議

開

延

長

義

率

的

、

こ

の

軍

事

霊

的

警

に

官

、

本

市

に

建

設

事

業

に

つ

い

て

せ

ん

6

一

L
h

守

護

ま

で

の

延

長

綴

織

が

恐

い

ま

お

い

て

も

警

使

用

撃

の

隠

滅

し

の

判

官

河

川

数

ブ

ル

フ

堂

、

利

級

王

、

市

議

会

に

お

い

て

も

、

若

…

機

し

ぺ

重

を

進

め

て

い

ま

す

が

、

公

共

護

老

人

寝

台

タ

ー

は

、

差

益

芸

臨

時

、

殺

を

含

め

た

笠

l
訪

問

年

9

3

品

で

、

緊

芸

員

一

今
後
は
u.
こ
な
期
間
同
内
口
総
絞
め
交
の
使
燃
料
専
を
見
獲
す
た
め
い
い
は
、
市
都
地
問
総
に
約
1
5
0
0
平
方
U
H

内
用
地
ゴ
ル
フ
場
一
建
設
計
部
闘
が
、
税
弥
子
様
・
ず
る
決
裁
が
な
容
れ
て
お
り
、
行
政
執
一
宏
子

総
合
同
る
べ
く
事
務
を
滋
め
て
い
き
ま
制
民
生
滋
へ
の
町
肺
移
昔
前
島
市
部
し
も
ま
た
腕
刊
を
借
り
受
け
縁
仏
協
す
る
予
定
で
事
絡
を
取
手
市
内
縄
市
に
お
い
て
確
然
寄
れ
ま
行
僚
に
お
い
て
も
こ
れ
を
絡
線
し
、
対
一

t

勾

す

が

、

総

絞

め

議

本

的

な

綴

僚

と

し

て

に

行

総

サ

ー

ビ

ス

の

平

散

化

を

即

時

っ

た

滋

め

て

き

た

と

こ

ろ

で

す

。

し

た

。

偽

す

る

考

え

で

す

む

F
r
p

は
可
文
化
・
イ
ベ
ン
ト
機
的
科
学
吋
世
間
・
め
に
近
繰
市
と
的
や
斜
を
合
わ
せ
る
必
当
局
地
は
交
ゅ
に
入
っ
て
間
も
な
く
以
来
、
関
俗
、
臨
時
設
省
等
と
協
議
を
今
後
内
方
針
と
し
て
は
、
さ
}
数
年
一
、

J
/

情
報
機
拙
間
行
政
機
能
等
を
中
心
と
し
繋
が
為
り
ま
す
。
相
日
賦
が
発
生
し
た
事
情
も
あ
り
、
大
橋
滋
め
、
去
る
S
汚
9
臼
に
脳
内
市
内
市
長
、
線
技
会
情
勢
丹
波
化
》
あ
い
ま
っ
て
、
}

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
汲
隊
中
市
で
は
今
め
と
ぷ
ろ
擦
焚
統
的
な
返
れ
と
な
っ
た
L

と
こ
ろ
で
す
が
哨
公
助
役
及
び
綴
絞
殺
、
関
係
怒
議
後
が
山
山
古
利
絞
抑
制
的
降
然
在
、
文
化
的
・
脳
嵐
市
民

0~

す

。

転

位

維

を

両

地

滅

寸

て

い

る

の

が

淡

設

で

あ

る

4
月
初
認
識
催
者
と
綴
し
合
い
ま
し
殺
し
て
、
第
1
回
「
制
刊
徽
川
河
山
内
敷
ゴ
約
倒
的
慨
が
詳
細
事
札
、
市
民
か
ら
も
機

l
'

ル

フ

毒

薬

討

議

ム
E

」
議
機
i
、
録
的
な
保
存
的
要
望
が
あ
り
ま
す
の
む
、
地

今
後
災
体
的
に
ゴ
ル
フ
場
絞
殺
キ
主
則
る
級
会
と
も
協
議
の
?
一
人
間
関
・
患
の
祉
制

た
め
潟
市
内
終
問
問
掛
湘
酬
が
と
れ
る
体
制
問
助
を
あ
お
事
、
端
科
技
す
る
方
向
で
協
議

が
で
寺
ま
し
た
a

を
激
め
ま
す

9

労
協
附
時
附
倒
的
機
織
は
、
ゆ
と
り
あ
る
た
だ
し
、
次
内
部
門
は
、
従
来
滋

関
制
民
生
活
、
き
ら
い
い
以
内
務
拡
大
、
双
り
業
務
を
山
県
柏
崎
い
た
し
ま
す
。

易
摩
織
の
鱗
消
と
い
う
観
点
か
・
旬
、
間
関
*
念
総
日
、

B
怒
日
℃
も
通
常
業

内
議
後
議
問
題
の
V
と
つ
と
な
っ
て
い
法
務
を
絞
っ
て
い
る
機
内

す
命
令
で
に
労
働
集
準
法
い
か
政
派
さ
れ
、
*
ハ
ふ
持
働
時
時
四
で
あ
っ
て
、
太
綴
釘

…
期
期
間
関
内
労
数
時
間
削
が
mw
時
間
同
{
当
…
臨
時
叩
略
目
的
利
開
閉
市
中
が
終
じ
高
い
部
門

以
刊
時
間
関
)
に
川
端
泌
さ
れ
ま
し
た
稔
*
学
校
、
保
育
園
等
今
後
抑
制
成
的

ニ
れ
を
受
け
て
、
開
閥
的
行
政
協
同
隠
は
な
検
討
の
必
要
が
為
る
部
門

本
年
1
n
か
ら
ホ
四
階
閉
庁
万
式
を
災
泌
な
お
、
開
閉
山
け
に
あ
た
っ
て
は
宅
蹴
出

し
て
お
り
、
千
築
田
附
も
4
H
n
か
ら
実
一
泌
総
時
に
お
け
る
業
務
体
制
酬
を
整
織
す

t
て
い
ま
す

Q

滋
に
お
い
て
も
、
e
n
る
な
ど
、
行
数
サ
i
ピ
ス
を
総
力
紙

的
建
例
市
議
会
で
土
問
噛
糊
問
庁
総
銭
円
条
下
し
な
い
よ
う
努
め
て
い
草
ま
す
。

例
案
が
原
案
殺
り
可
決
さ
れ
、
中
市
役
所
〈
わ
し
く
は
、
次
止
す
広
報
じ
ぞ
お

は
0
6
尚
月
比
目
的
主
務
日
か
ら
線
局
第
2
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
第
4
土問晴
nM
合
問
問
中
吋
さ
せ
て
い
た
だ

V
問
い
合
わ
せ
人
事
課
世
〈
問
問
〉
1

き

ま

す

伶

1

1

1

内

線

2

0

6

0

、

2

0

9

可決議襲

蹴
盟
我
孫
子
徴
的
体
際
む
翻
す
る
晶
棋
倒
問
の

紛
絞毎

同
月
の
第
2
ゑ
叫
略
目
及
び
第
4
念
総

詰
帯
を
甫
酬
の
休
門
口
と
す
る
た
め

組
欄
我
百
聞
子
被
下
水
滋
患
刷
間
的
一
綴
令
改

渡
す
る
車
閉
鎖
的
嗣
制
定

下
本
選
使
燃
料
的
算
定
方
法
及
川
V

拙間

続
料
的
役
定
等
を
戸
打
も
つ
た
め

滋
街
道
路
線
開
総
戎

&
来
年
春
オ
ー
プ
ン
に
向
付
瀬
備

に
工
事
が
滋
む
由
輔
の
簿
物
然

都
市
約
制
糊
哨
閥
均
3
・

4
・
m
耐
惨
禍
怖
の

紛
糾
棋
及
び
援
戸
コ
ミ
品
品
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
建
廷
に
伸
、
っ
総
蹴
住
民
的
交
泌
め
後

ぷ
供
す
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
市
道
路

線
を
訟
慾
す
る
た
め

醐
開
ゆ
用
地
闇
路
線
の
変
獲

地
時
域
仲
枕
終
的
尚
武
滋
一
の
制
限
に
供
ナ
る
こ

と
か
ら
、
市
道
路
線
を
淡
泌
す
る
た
め

端
部
工
事
務
災
級
約
時
締
結

〈
縮
問
称
)
我
孫
子
市
為
的
憾
約
九
路
島
棋
一
帯

工
事
的
情
嗣
魚
料
料
約
を
締
結
す
る
た
め

吉
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鐙
鈴
年
金
叶
怖
、
初
織
か
ら
m
w
議
訟
で
め
r人
サ
ベ
て
ガ
加
Y
八し、

活
の
議
腕
糊
世
官
能
簿
す
る
も
の
℃
す
。
年
金
官
官
臨
河
川
り
る
従
め
は
は
、

納
め
る
か
、
保
燃
料
刊
一
の
免
除
閣
総
汐
砂
縫
で
写
。
品
官
邸
内
ゆ
然
幾
何

な
っ
℃
い
る
万
の
銭
問
は
お
答
え
し
設
す
。
(
自
国
間
同
年
金
繰
年
金
源
開
)

国
民
均
等
金
縁
養
匂
ン
タ
!

輔
繍
鳩
輔
離
職
知
事
国
交
持

人
日
航
凶
一
一
叫
か
所
に
間
関
問
同
年
金
保
義
セ
ン
利
用
希
級
品
剥
は
、
必
薬
事
壌
を
部
仙
人

タ
ー
が
あ
り
ま
す
り
ニ
め
総
殺
を
初
出
府
内
、
ヮ
え
申
し
込
ん
で
く
だ
普
い
。
な
お
、

さ
れ
る
間
関
災
略
命
的
被
保
険
殺
お
よ
び
剥
用
用
情
補
助
婚
約
済
品
川
間
用
燃
は
、
平
成
2

党
総
体
捕
者
向
万
に
初
泌
総
劫
券
が
交
付
部
3
丹
羽
目
ま
で
で
す

φ

さ

れ

ま

す

。

V

機

助

金

銭

1
人
E
出制
2
枚
〈
5
0

/

0

円
)

a

w

v

申
し
込
み
・
問
問
い
合
わ
せ
ハ
ガ
キ

仁
会
隊
問
同
年
金
的
記
号
設
等
級
利
用
者

向
ハ
圧
所
氏
名
級
制
判
問
問
稔
語
名
お
よ
が
湖
判

削
川
和
月
自
を
明
記
し
、
一
T
2
6
0
i
m
m

千
葉
海
潟
鳩
町
ー
の
1
午
線
機
付
税
金
飾

的
闘
史
年
金
課
内
〈
糾
問
、
千
築
県
同
樹
氏
部
品
融

緩
校
協
会
世
0
4
7
2
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付
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叩
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♂
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滋
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台
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。
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と
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仲
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取
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を
行
い
ま
す
。
次

的
成
に
十
分
後
寂
し
て
く
だ
さ
い
除

*
数
衛
総
域
水
田
内
に
立
ち
入
ら
な

い
で
く
だ
幸
い
。

ま
散
布
日
↑
域
間
昨
融
問
時
間
航
闘
地
は
、
散
布

中
戸
金
約
め
て
く
だ
さ
い
掬

*
洗
濯
物
な
ど
は
貼
麻
布
終
了
後
に
干

し
て
〈
だ
き
い
e

*
数
帯
、
ジ
設
ギ
ン
グ
な
ど
は
十
分

花
嫁
し
て
〈
だ
普
い
。

*…

n
…
、
緩
薬
が
事
世
帯
に
か
か
り
ま

し
た
ら
、
す
ぐ

vm附
い
合
わ
せ

麓

170 

塁
審

問
い
合
わ
せ
・
持
時
中
世
符
揮
訴
時
帥
〈
例
制

)
1
1
5
5

で
午
前
8
時
泊
分
か
ら
午
後
5
時
。
た

だ
L
、
ブ

1
ん
に
よ
っ
で
換
な
る
場
合

も
あ
り
ま
ず
織

V
申
し
日
時
み
聡
厳
然
に
希
望
校
を
柑
明

記
し
‘
ア
丹
9
日
(
百
)
か
ら
日
間
口
同

(g)

ま
で
に
市
災
体
湾
総
内
教
育
祭
瑠
川
会
体

湾
総
へ
、
必
す
持
一
帯
し
て
〈
だ
き
い
。

各
校
と
も
線
開
制
審
査
の
う
え
後
民
に
を

り
次
第
締
め
切
り
ま
す

B

wv
時
附
問
午

4

一割
9
時
;
ぶ
午
‘
午
後
1

時
1
4山
村

4
プ
3
n
w
一
般
糊
開
放
糊
糊
筒

誠
一
幼
児
お
よ
び
小
学
生
は
、
官
附
仲
仇
ル
点
以

上
的
方
が
問
問
俸
の
こ
と
。

ブ

i
u州
滋
鍋
幅
一
員
募
集

wv
期間同

7n対
日
(
月
)
か
ら
8
湾出品

目
〈
本
〉
出
8
同月

5
U〈
土
、
を
仏
怖
く

マ
時
四
阿

ωキ油開
9
時
'
p
日
時

ω正

午
!
午
後
2
時

ω午
後
2
時
却
分
3

4
時
却
分
一

l
a
3
開
削
入
れ
終
よ
制
制
)

V
場
形
成
e
附
州
議
公
開
閣
内

V
料
金
子
供
邸
内
〈
中
学
生
含
む
で

大
人
l
o
o
m円
、
専
用
問
問
初
5
0
0
0

内
(
午
後
5
時

:
7時
)

議
幼
出
品
お
よ
び
小
学
ゑ
は
も
常
的
後
生
以

上
町
方
が
附
附
伴
め
こ
と
。

V
人
民
宮
市
問
問
ブ
ー
や
z鮫
憾
悶
円
4
名

〈
嗣
刀
子
)
、
事
務
附
府
間
桂
昌
H
4
名
(
女
子
v
い

ず
れ
も
府
開
校
生
を
臨
時
丸
小
学
警

1

白
川
、
各
校
3
名
{
一
般
開
放
授
に
つ
い

て
は
4
名
〉
官
開
校
生
以
上

曹

v
悶
醐
醐
監
担
問
貝
5
0
0
0
m門
(
小
学

校
プ
;
ル
断
線
認
が
半
日
的
場
合
は
事

制
鮒
〉
、
準
務
態
環
閥
H
4
6
0
0
m円

V
勤
務
時
間
関
各
プ

i
ん
の
隠
滅
剣
山
間

山
中
学
校
ブ

i
ル
醐
開
放

wv
創刊岡
m
で
象
る
罰
体

F
A
T
A
.
子
供

会
、
ス
ポ
ー
ツ
タ
年
間
山
(
い
ず
れ
も
学

絞
め
先
輩
)

留
守
申
し
込
み

7
月
日
日
(
ふ
ん
〉
ま
で
に

所
定
肉
用
紙
(
が
小
学
校
仁
配
付
〉
守
衛

隊
体
資
銀
内
教
育
祭
蹴
肉
食
体
瞥
譲
へ

4
プ
ー
ル
開
放
制
耐
開
問

鍵
療
管
理
じ
お
役
立
て
を

市

で

は

、

国

民

帥

闘

機

保

体

問

制

度

内

銭

い

し

ま

す

。

問

問

会
な
議
掛
働
者
…
経
る
た
め
、
川
賞
品
静
静
机
た

V
滋
知
内
容

ω受
診
務
氏
名
叩
山
桜
療
な
お
、
内
容

ιつ
い
て
的
問
い
合
わ

官
庁
を
対
象
に
開
制
緩
め
と
お
守
年
4
日
開
‘
前
一
分
(
人
仲
間
i

外
来
、
富
科
、
翻
刻
、
せ
は
‘
耐
関
係
年
金
祭
給
付
係
へ
お
綴
い

際
協
然
繁
鴻
知
を
行
い
ま
す
a

泌
知
を
受

ω受
診
年
肉
片
山
附
受
泌
総
数
山
川
医
療
費
総
し
ま
す
。

吋
ら
れ
た
お
は
、
内
誉
主
」
泌
総
く
ど
耳

さ
い
。
(
老
人
線
機
絞
め
該
当
者
は
検
察

き

ま

す

)

鵬

を
お
、
こ
の
際
線
碍
貫
通
知
は
僚
級
綿
通

型
基
で
は
あ
り
ま
せ
ん
a

必

要

な

献

と
き
は
十
分
な
治
療
を
受
け
、
平
総
発
機

日
品
、
早
恕
治
療
を
心
が
け
て
い
た
だ
く
混

と
と
も
に
、
亙
し
い
然
検
級
機
を
お
毅

V



童話760'5
¢興惨

」び

棋
盤
控
ン
タ

i
で

湖
北
ム
ロ
ー
の
刊
は
の
吋
印

(
湖
北
開
駅
筒
口
徒
歩

2
A芝

ヨ
削
引

J
i
-
-
3
1

し
あ
わ
せ
学
座

ニ
れ
が
喝
」
ワ
父
綴
・
母
親
に
な
る
ガ
へ

子
供
を
や
一
品
育
て
る
こ
と
が
、
ど
ん

な
い
す
は
」
り
し
い
ニ
と
か
、
ご
夫
一
隔
で

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
か
も
ど
火
紛

で
鳴
い
閣
し
て
く
だ
さ
い
。

wv
日
時

7
n
M
M
U
H
F
-工
)
午
前
Q
M

時
制

分
か
ら
日
時
部
分
ま
で
〔
佼
け
付
け
は

か

dm会
場
で
午
約
9
時
間
四
分
か
ら
)

V
内
容
品
ミ
ワ
晩
写
、
後
し
干
の

さ

γな
…
*
赤
ち
ゃ
ん
約
お
風
呂
め
入

れ
方
一
世
冗
明
向
)
*
紙
日
い
な
る
と
い
う
ご

と
は
必
や
そ
の
他
制
制
緩

V
時
総
午
前
9
時
部
分
か
ら
日
時
加

分
ま
で
(
第
3
開
酬
の
み
午
後
1
時
か
ら

3
時
ま
で
~

明v
持
参
母
子
鐙
緩
や
綴
お
よ
び
筆
記

潟
具
は
毎
回
閥
怖
付
帯
。
議
1
回
附
同
闘
は
パ
ス

お
4
問
問
問
討
は
‘
さ
ら
し

布
1
5
0
四
位
、
か
的
金
判
町
、
は
さ
み
、

?
チ
針
を
持
務

L
て
く
だ
さ
い
ω

d

喝
綴
綴
婚
品
蹴
包
記
桂

こ
め
時
則
の
ぶ
ち
ゃ
ん
合
中
心
に
ぶ
ち

ゃ
ん
体
操
を
い
は
っ
て
い
ま
主
。
手
段
告

よ
く
品
開
か
す
こ
と
な
ど
、
お
際
き
ん
の

約
き
か
け
に
よ
っ
亡
ぶ
ち
ゃ
ん
の
縫
H
肢

を
す
ば
ら
し
い
も
の
に
す
る
ャ
}
と
が
で

為
w
e
a
寸
'e

ぜ
ひ
お
い
で
〈
々
さ
い
ι

冒

v
輯
畿
内
容
身
体
許
制
、
お
ち
ゃ
ん

什
即
日
畑
、
品
市
禁
制
約
談
、
品
制
作
州
制
縦
令
同
開
的
噌

機
内
相
刊
誌
な
ど

諜
乳
児
縁
仏
仰
は
母
子
縫
康
手
緩
め
榔
料

品ザん
3
i
6
か
月
間
川
、

9
1
れ
か
π
円間川)

を
一
初
隠
し
伐
採
機
関
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

4
湾
甥
線
淡
白
田
穏

今
警
か
謹
襲
撃
一

1
歳
半
的
機
凶
日
、
自
自
に
1
人
帯
き

を
し
、
か
れ
川
こ
と
が
滋
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似
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受
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械
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yτLV
侭
な
L

ど
き
は
、
、
一
モ
治
問
慨

に
制
相
談
向
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。
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叶
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付
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献
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神
嶋
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い
ら
い
ら
す
る
、
側
眠
れ
な
い
、
や
る

気
が
お
静
な
い
ち
身
体
的
に
検
致
し
て

も
世
間
拘
め
は
な
い
が
、
ど
ニ
と
な
く
す
っ

き
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し
な
い
除
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開
縫
い
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ン
タ
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め

れ
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を
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た
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め
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陥
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ま
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的
措
付
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方

や
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式
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H
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に
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ノ
L

だ
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V
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。
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V
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山
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毎
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岡
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か
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車
々
e

な
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か
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綴
気
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町
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梢
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叫
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。
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。
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岐
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が
れ
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鈴
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。
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澄
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械
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滋
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が

に
す
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。
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縁
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岬
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検
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。
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な
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.
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に
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ど
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な
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、
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ヱ
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篭
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縫
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問
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。
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潔
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問
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光
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介

し

て

湖
北
Jd
分

鋭

、

事

役

分

納

州

市

、

は

仏

紙

一

宮

眼

目

に

‘

派

閥
的
後
散
が
で
き
る
ス
ペ
i
ス
を
設
け
、
一
ず
さ
一
ニ
ホ

i

車
問
伐
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…
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仲
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滋
?
る
鳴
と
し
て
、
お
気
較
に
一

ぷ

削

刊

尽

〈

だ

き

い

殉

…
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滋
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検
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茶
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岡
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滋
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仰
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数
件
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上
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制
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町
本
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務
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町
く
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同
摘
出
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的
し
る
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制
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仲
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絞
れ
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し
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め
時
く
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瓜
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仏
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年
臨
時
が
あ
る
。

鮮
人
・
お
関
機
構
は
抗
孫
子
に
波
ち

統制時以
J

獄
中
関
口
か
ら
ム
投
開
問
紛
滋
〈
同
国
縫
っ
た
郎
、
興
住
陶
寺
ふ
た
紛
ね
か
九
年
母

議
3
5
6
号
)
を
添
い

hmu緩
行
く
と
、
や
我
孫
子
も
品
織
と
な
り
に
け
り
。
と
対

手
間
周
知
聞
方
向
に
肉
、
フ
透
が
あ
る
z

遂
を
を
組
ん
で
い
る
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行
く
と
間
も
な
く
お
手
に
天
正
八
年
い
ま
で
も
議
嬬

(
i
5
8
0
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問
問
出
再
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問
中
滞
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こ
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輿
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隔
地
ん
廿
液
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守
に
援
し
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岡
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同
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期
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門
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訪
れ
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っ
て
い
る
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お
図
#
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い
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門
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ら
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怖
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後
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分
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滅
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由
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}

a

自
殺
峰
崎

か
ら
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α

古
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協
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、
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敷
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介
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あ
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だ
っ
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、
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た
蜘
例
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開
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男
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検
小
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も
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め
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し
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し
た
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在
感
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ま
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し
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域
内
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わ

前
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い
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て
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開
時
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で
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さ
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踏
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古
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茨
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伐
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植
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え
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を
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滋
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た
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zを、
ニ

れ

ま

卑

警

苦

語
数
は
ニ
れ
と
い
っ
て
あ
り
ま
せ
ん
一
で
内
総
鴨
閣
を
踏
ま
え
て
‘
桜
較
し
て
と
か
、
知
幾
人
的
問
削
で
は
よ
く
緋
究
さ
す
。
つ
づ
い
て
、
こ
の
数
管
炎
銭
円
仕
上
?
に
創
刊
税
問
が
、
柳
附
ゆ
か
り
の
地
内

が
、
縦
年
社
会
総
続
協
議
会
的
バ
ザ
ー
一
み
ま
す
。
れ
、
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
滋
締
約
げ
と
し
て
、
岡
市
鋭
、
ゑ
後
向
け
の
判
…
愉
燃
ビ
デ
オ
制
制
作
を
、
中
学
生
の
や
づ
く
り

へ
品
絞
殺
が
持
ち
寄
っ
た
シ
i
ッ
、
一
綴
時
前
向
は
、
問
桝
崩
際
問
角
的
魚
誕
の
に
ル
ー
ぬ
ま
れ
た
皆
さ
ん
と
そ
的
問
問
削
先
生
の
と
榔
紛
鶴
田
均
』
と
そ
め
教
訓
川
間
m捻
導
書
叫
に
昨
部
か
ら
試
み
て
お
り
、
々
静
岡
印

お
け
ん
‘
堅
h
u
ど
の
お
骨
用
品
を
お
し
て
一
一
械
で
、
そ
の
ゑ
殺
が
保
存
さ
れ
、
帥
開
戦
い
と
か
心
悲
し
?
か
り
受
け
北
め
、
が
、
Tγ
業
楠
田
畑
悶
前
町
史
編
集
専
問
リ
晴
樹
災
〈
品
怖
か
り
ビ
デ
オ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
u

じ

い

ま

す

ョ

一

塁

間

対

a

松
岡
家
顕
彰
会
挙
ぬ
も
議
綴
合
的
期
総
し
て
い
く
こ
と
が
‘
今
大
孫
子
治
史
編
集
委
員
行
も
あ
る
)
の
執
災
者
一
総
主
総
数
を
持
ぞ
い
ま
す
。

会
良
の
皆
き
ん
繁
か
ら
往
ん
で
い
る
一
あ
り
ま
す
。
ニ
内
総
崎
会
場
に
は
、
切
で
あ
る
と
添
い
ま
す
。
こ
う
い
う
特
筆
で
完
成
さ
れ
ま
し
た
a

我
孫
子
議
狗
機
会
場
は
も
紛
際
化
め

と
い
う
こ
と
も
み
っ
て
、
住
総
後
生
寸
一
各
地
か
ら
市
長
自
名
が
務
総
し
、
感
泌
え
小
、
名
学
校
で
ぷ
と
り
の
時
一
関
与
危
ぶ
が
こ
の
き
ょ
う
い
〈
」
日
号
(
市
令
す
む
誉
総
閣
で
は
ヒ
め
て
間
開
催
さ
れ

ろ
う
と
い
う
窓
織
は
総
〈
、
加
出
場
情
的
一
泥
よ
り
が
大
々
的
に
線
道
さ
れ
る
な
Y
¥

織
し
て
勉
強
し
た
こ
と
を
、
感
怨
文
と
教
委
発
行
〉
応
、
総
崎
会
場
で
は
、
必
勝
る
の
が
、
終
徴
的
ひ
と
つ
で
す
。

ζ
れ

さ
ら
い
な

rは
各
自
が
行
っ
て
い
ま
す
火
器
な
成
功
を
お
き
め
ま
し
た
が
、
し
て
燃
し
て
く
れ
た
の
骨
一
鈴
に
ま
と
加
向
削
除
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的
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に
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三
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に
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あ
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。
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か
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催
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磐
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史
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採
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iくらしと糊遇嘗講義生In藤忠!こご協力をi

1>窪B 議翠会ダブルス守安語、2邸、

3m 
惨事事鑓費 大人主主お(遠島霊会箆

700円〉、や."雪~500丹

b串し込みー罪悪いさ言わt': ハガキ

に住所、氏名、4'庫室、終湖、震富喜話

番号著者主盟理吉乏し、 71'ヲア臼〈重量.，恐議〕

'"て?につくし野3-8-4鈴木村議主

問 (84)710告へ

(設年体力テスト|
惨日時 71'警合ヨ(8)重量{す等霊毎9

草寺主主られ約

ーか場所 湾民{官事官事態サーナ

惨襲撃を型 爆力、 重量産室とび、 反警護盤整

とぴ、ヲヅTアゲド1)こ7ilへ言語滋

砂対象 3(lo差以上のiIi女

惨塁塁い昔話わせ 係資家宮(日01155

事dd諒鵠臨めぐり|
努31ij]手重要沼罪悪玉設と縁関餓5号

易自跨 71'弓2Eヨ〈日〉宇野]10善寺

〈小刻淡行〉

砂霊長合苦言語奇 湖北叡滋札口前

炉提語い合わぜ

号事務罪雪間(85)2481

!擁護害児教膏講演会i
砂テーマ ぞ号、何校火事mこし正三ら
よいのか…障害警主絞育

1>8喜善 ア月17Eヨ〈湾〉学時~1O碕

ら1"1任者45会

修室璽喜理 大久保タィ;子教言語(主主

IJ、)

券会犠・隠し、主主おせ 塁語体障害議

福者11さンヲ…悶(88)0141

*人口11仏739人〈十2，644人〉
重警告0，167人 女59，572人

*t空機童文37，反l3t空機(叶，1401立機)

⑨市民軍事務鑓灘北倫壬予言童話7~3055

畿m民総穣留守器妓分鐙 89~13H
惜F告l3ì~語盤E宰移童書密重量童書 87 綴告告
8r胃袋宇事事事霊童話7~1155
@者自市改革藍署揮務E時85…1171
暢縁体障語審密議長tt?:ンター 88-0141
惨あらさ器量 88-4188
@つつ じ 波 88-0123
@主主主主環境擦〈浄化擾)87-237喜

〈ゴミ)87-∞15(し草壁)88--2547
@術佐議滋綴センター昌喜一、3740
曜静夫王重宝花遂罪詩センター 82←告総8
傘滋~~台市民センター 88-9927
骨高校m畏センター話器…1193

主炉問い合わt空 中央公主義豊富

宮く82)0515

i妥討議生話器鯉期機会i
1>8喜善 71'ヨ14臼〈重量〉午喜"99寺3日

分から午後39寺
紗会場 1臨m湾正手o主主

1>対華麗 中途主民約書及uその皇室銭。

ボランティヌフ、決喜男望書のき空機!こ箆

Jめのある万

ル串し込み・豊奪い合わせ 議室誌で

アFヨフEヨ〈金)1'安こ票者議官設f亭主警若葉

砂喜菩襲華 午前切符かをう託金千

...綴F野 天空1ヒi庇時亀1三二 q

b主き重量 一骨量消費署警〈無制〕

験申し込み・問い合わせ綴誌で

FE渓集約書華消重護主主活路へ

lmしのメロディ崎空j
'白書寺 ア降28C日〉午後1持寄華

道草

砂議所 天安士会ゴtifr聖書タ…

b罪悪い合わtオ にっぽんの111¥書記号買

う魚河磁器(88)8046

1>1'苦包 71'ヨ9Eヨ〈左手〉小雨決行 炉内軍事くらしにかえ?ねる甥防総

1>集合 洛役所IF.u霊y;察署午後7齢 差議後テキスト!こ沿って窃宅で繁華雪

砂場所 ilミタんの闇(総監事W) 骨文章重量 産韓関Jとしてお歳以上o予言

惨震遣い合わせ 主主孫三子理事鳥をマミら 内在住機

会主盟主皇室まく告さ)2268 修学望書真書簡 平成2年21'3

換炉怨締 7Fl8Eヨ〈土)午後尽憾だ

をう8喜幸30分

...替詰所 F官民会室露大会主義主義

惨会費 500fIlC紋ゐ物代滋〉

惨問い合わぜフォークダンスク

ラブE奇麗岱(84)2241

1>8事普 7F寺158C立午後3鈴3(l

分から69寄3(l分
砂語道所 要義主主我主主'3-餐護理学絞

炉内容 おゐこし、重主総りはど

紗向い合ね笠間校宮(87)泌31

...臼事者 ア手当98(6)午喜u1{む住者か

そう午後守防〈重軽守主事〉と午後善事力

55善寺〈塁悪2m)の21lil

b場所 持3笹i'i'i支量殺センタ←

惨事警量産入銀 各203(究室喜j察、総

長需になりま買主義約めW'う〉
砂受講料 5印OfIlく卒者斜費i忍iJ:;)

1>受f吉正38事 ア関守色、 28午脅5
9華寺から正午'， 7月3Eヨ午言語9H寺

から午後4隙

で
へ
つ
け
三

話
相
W

一
露
関
一

榊
崎
市
計
一
制
的
…
税
制
活

m
w
J
国
繁
一
幾
な

廿」

m
w
r鱒
瞬
時
一
集
機

え
一
清
一
一
隅
澗

隠
川
一
時
、
一
山
間

・
セ
一
「
問
問
級
一
歳

締
盟
締
一
欄
パ

帆
空
襲
一
員
一
時

h
p
昨

山

「

l
j
L
h
v
h
p

1>募主義人叡

b重義務翼書趨 ア司ガそう8月

惨絡め窃り 71'ヨ%のc:t)
...申し込み・陪い言語わせ 主主活意義

廃諜時<B7)()()15

閣議轟遺書溺墜主i
日号線燃しのだめじ訪日議議長義をし

ても、綴5t;ガ戦j草号し主主いさまま8主主

に永住幾還するcp"震後滋告本人主貫

録めf5々がいをます。

祭でiみその々及び雲製法定の方

ガ々、 Eヨ本o宇士会にーをきも塁手くと

17玉三達三ごとがなさるよう、そ6吾妻幸

元唱をき受けて日常さ主主至上の護者筒

擦の祖誌や正当m聖さ主lこ必菱重滋詰主主室、

3弱望専務宅託行っていた去さく霊場元ヨl殺

人宅号機主義しています。

さき後も多くじE費三言。〉朝日明し是正!.¥
ll1l'隠の方々 1:1錫悶"1:jるといでう液状

聖堂ご主要持率いただを号、一人でも多く

のヱヨ1:1雲寺元ヨl受人仁5翠撃事くだ言

ょう司王線いします。

暴挙しいことは、空襲Iぎ社会議〕慾

主主謀担霊長襲f，長官0472(23)2341へ

i関大学接普通機1
関税庁て来年斗降!こ人級王宮る

税務大学校告書遇税さを宅正義主義してい

在す。

傍受験資格 議選考fl444'4肖公むか

ら47をど+1'ヨ18まで!とさ主まれだ15

I>E担込期的 71'弓らお〈衣〉から12

8C珪()(申込童襲警警は人悪事院喜善言臣家

務罪事、祭主主E塁税崎、後滋著書で〉

が主義1次試総務 101'司守色〈紛〉

房総いぎきめt空 給税務署惜(46)23

21または重軽祭援総開人議事務2"望号式
重要係官03(2，6)6811へ

傍受音響科 書草軍司

惨事草案人警護 150主主(防護議幾重まの

議選色{基効通産〉

b申し込み e 問い合わt主 I¥tJキ

!こ佼詩号、氏毛主〈二三リガナ)、 藍i警警告毒

蓄量言霊祭き筆、 校長籍、 まま童書、震蓮華草、

、、〈らしとこす活径五議総言語gjj悉後"と鴎

記し、害21Eヨ〈主主〉からf31'ヨ158

CJ()さまでにマ280千主義務務皇室町1-1

警護i奇書翼民主主治波宮0472(23)2288へ

WII'，\怒叡迎。註j~裏漆要警はどボう

ンテイコフ洛畿をJ笑隠してい訟をま。

砂綴翠臼務 室喜湾事誌な臼民芸8午後

29寺11ぞうをう隠
1>豪華聖書機所 在3W2Jlilil幾人家f税

惨害事い合わtま E手乙次官(82)4詰74

季語主義を手時五選される751立事総!とを告

し込みのうえ、お奈さん!議i半で気

豪華!こおいでくどおい。

炉支立選良 *来館IJミ学校!こ入学校φ予

去をしている紛要望!ご罪事警警のあるお子

百ちん及びその保護署警本現!こ民主学し

ている必要警に翼重警警のoる箆重量、主主

容を及びその保吉襲怒

惨8善寺 7!'司278く'l')， 288C室主〉

午嘉吉1C潟から午後49寺
院.u喜怒保健センター

...申し込み・問い合わ稔 重量三重工7

学校殺害警語、繁華室係官〈昨日)1151へ

麟轟轟轟盟関車

I>Eヨ跨 ヨ108(1'3)午直寺30

|鶏岱器搭建議議議l
B伊予ーマ ヰJt世常総Of莞重軽?投与甲

易自E寺 アE寺9お(日〉午後守草寺30

3惨臼跨 ア得148、何色、 178、 fまから

188、198午前10善寺から竹崎3守分 易会議議 mE究会館大会議議事霊

験場F時 三手翼線公居室内務践プーJlノ 券総書事 総聖書籍Q;/X

...貴重重県 市内tf.i'主の女性(30さき〉 砂降い君主わ佐 治宝校長還さん議事

炉型電得匂∞阿 措く85)2~81

惨申し込<b.豊華い合わせ 1¥11キ ん

iこ住長野、氏名、時童書、震欝護活醤号毛筆

明記し、フ手当10臼(時〉さまでなe}F5 ..テーマ 寝入者事後その較しいこ

696級事事委総会律事事談く市民体害警豊富 Lごろみ寸患媛活動ø~産量支がら学草山

内〉宮く87)1155へ 1>89寄 7Fll告をヨ〈水〉午書010裁か

ら1主沙子

炉余話量 F寝袋会宣宮火重量議警察

惨8絡 ア的16臼CEヨ〉午喜言9s寄 書房童書邸 岩吉井弘氏 (8本石議後教室者
加重量場「官民雑草警豊富 響的学校務的〉

分11らまド後3符30玉三

とFガら午後守居者三官官i遺体需要〉

b襲撃話時 保燦tさンター

語検隊い会わ士主 要望主主整案

i器使 問中 糊融 制
炉開8・会暴喜 本ア関守 8-51分

議事懇意草地方護費善幸センタ… 場ア尽

6Eヨ-11を3(守口日専を律、く〉ー・.ia市紛

失公民総本アFさす 8~10Eヨー奴β

ffijJ線復台小学絞

b閲覧緒豊華 午前Q絡がら守主島4

善幸30分

惨憎い童話おせ 終盤畿~き7当事現王寺t?

ンタ一世(24)斜線

韓毒警護襲
ゃをま重重立主筋線(8l幻〉から謀議滋;主主主

の警官詩文ア@り捜し主主。

。主主総ミ子市緩急霊祭会様から@びL工

事議後主主つり繁行委総会にとお浴f与

の害警{す1:1話器りました。

。我正義子ロ ィ~I)…クラ71叢怒ら

あびf二滋後Eまつり実行豊島員会!こと

375f!lの務総がありを安レ主主e

。ニF83懇=i'i聾〈言寄重宝)tJら従会議

祉施設さ議議事萎愈1:?e:300詰%の寄付

がありき世レ主主。

。在;宅主要重役サービスヅ11-- ブ絞ど

か憾と松戸ともの主主主主孫子総盟主蟻

足立ら議総のだめJことあU2.縫子よさま

つりパザ での売り上げのrtかそう

守行総邸内(})湾総ガありまし去さ。

り章受孫子務手工芸達襲撃翌様から社会

話通祉施重量警護号室募金!ととチャソティ

f¥すさん…の収主主主主575f!lの讐1>11:1

ありさましたe

。土屋君子機〈華完本;望予)他方ら滋社

GちだDIこと山口孝次シ主ヨー可?の出

演料(大法琴〉より 1万約手号室寄付が

あるうさ安し芝。
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